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　2次関数や 3次関数の増加・減少を調べ，その

グラフをかくには，導関数が利用される。

　特に，グラフの接線については，次のことが成

り立つ。

　2次関数  の

グラフの  軸上の点 (  ，  )
における接線は，  
だから，  のとき， 
より，  
　また，この接線とグラフとの共有点の  座標は，
　　　　　　

より，　　　　　　　　 ( 重解 )

　同様に，3 次関数  のグラ

フの  軸上の点 (  ，  ) における接線は
　　　　　  

であり，この接線とグラフとの共有点の  座標は，
　　　　

より，

( 重解 )， 

　このことを利用して次の問題を考えてみよう。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
( 例題 1) 3 次関数  のグラフ

　が，右図のようになって

　いるとき，

　　  ，  ，  ， 

　の符号をいえ。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
< 解 > グラフの形から，

　　　　　　　　　

　また，グラフの  切片が正であるから，
　　　　　　　　　

　さらに，この  切片での接線が  
　であり，右上がりの直線であるから，

　　　　　　　　　

　接線とグラフとの共有点の  座標が，
( 重解 )， 

　であり，  は  の範囲にあるから，
　　  より　

　さらに，4次関数について，

　　  のグラフの  軸上
の点 (  ，  ) における接線は，
　　

であり，この接線が再び

 に対応する点で接する
とき，この４次関数は

　　
と表される。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
( 例題 2) グラフが，2点 (  ，  )，(  ，  ) で同一の

直線に接する 4次関数

　　

を求めよ。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
< 解 > この 4次関数のグラフを  軸方向に－1だ
　け平行移動した 4次関数は，

　2点 (  ，  )，(  ，  ) を通
　る共通接線が

　　

　であることから，

　　
　よって，求める 4次関数は，

　　

　一般に，   を  の 2次以上の整式として，関
数の  のグラフの  軸上の点
(  ，  ) における接線は，

であり，この接線とグラフとの共有点の  座標は
方程式　　　　　  

の解である。

　このことは，微分法から導かれることがらであ

るが，他にもいろいろな応用が考えられる。

　最後に，( 例題１) の類題として，次のような

問題も生徒に考えさせてみたい。

　４次関数

  

のグラフが，右図のように

なっているとき，

　　  ，  ，  ，  ，  

の符号をいえ。
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